
災害に備える～もしものときの情報収集災害に備える～もしものときの情報収集～～

上下水道料金が新しくなりま上下水道料金が新しくなりますす

あなたの目、疲れていませんかあなたの目、疲れていませんか？？

写真／「がっぱり海の幸フェスタinわっためがして大成」で恒例のヒラメつかみ取り大写真／「がっぱり海の幸フェスタinわっためがして大成」で恒例のヒラメつかみ取り大会会



2広報せたな

７
月　

日
の
豪
雨
に
よ
り
町
内
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は

２９

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、
重
要
に
な
る
の
は
避
難
や
災
害
状
況

な
ど
の
情
報
で
す
。

素
早
い
情
報
収
集
は
、
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
に

役
立
ち
ま
す
。

こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
豪
雨
や
台
風
な
ど
、
起
こ

り
う
る
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
情
報
の
大
切
さ
を
再
度
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
ににににににににににににににににににににににににに
備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備
えええええええええええええええええええええええええ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
～
も
し
も
の
と
き
の
情
報
収
集
～

　
  
自
分
の
命
を
自
分
で
守
る

１０～２０亜
やや強い
雨

ザーザーと降る。地面からの跳ね返りで
足元がぬれる。話し声がよく聞き取れな
い。地面に一面に水たまりができる。

どしゃ降り。傘をさしてもぬれる。寝て
いる人の半数が雨に気づく。ワイパーを
速くしても見づらい。側溝や小川があふ
れ、小規模ながけ崩れが始まる。

バケツをひっくり返したように降る。道
路が川のようになる。ハイドロプレーニ
ング現象が起きる。がけ崩れが起きやす
く危険地帯では避難が必要。

滝のように降る。傘は役に立たない。水
しぶきで一面が白くなり、視界が悪くな
る。車の運転は危険。土砂流が起こりや
すい。多くの災害が発生する。

息苦しくなるような圧迫感がある。恐怖
を感じる。大規模災害の発生について厳
重な警戒が必要。

１時間の雨量　　　　  雨の降り方と予測状況

２０～３０亜
強い雨

３０～５０亜
激しい雨

５０～８０亜
非常に激し
い雨

８０亜～
猛烈な雨

葛

葛

葛

葛

葛

７.２
９の
雨量
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気
象
情
報
活
用
で
災
害
の
前
ぶ
れ
を

い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ

　

日
本
で
は
、
台
風
や
低
気
圧
、
前
線
な

ど
に
よ
る
大
雨
、
大
雪
、
暴
風
、
高
波
、

高
潮
な
ど
に
よ
っ
て
毎
年
の
よ
う
に
風

水
害
、
土
砂
災
害
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
夏
の
短
時
間
強

雨
の
発
生
回
数
の
増
加
、
局
地
的
な
集
中

豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
や
土
砂
災
害
、
中

小
河
川
の
急
な
増
水
に
よ
る
水
難
事
故

な
ど
、
風
水
害
に
よ
る
被
害
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
を
防
止
・
軽
減
す
る

た
め
に
、
函
館
海
洋
気
象
台
が
警
報
や
注

意
報
、
気
象
情
報
な
ど
の
防
災
気
象
情
報

を
発
表
し
、
注
意
や
警
戒
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　

災
害
が
起
こ
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き

に
呼
び
か
け
て
行
う
予
報
が
『
注
意
報
』

で
、「
大
雨
注
意
報
」「
洪
水
注
意
報
」「
濃

霧
注
意
報
」「
雷
注
意
報
」「
乾
燥
注
意
報
」

「
強
風
注
意
報
」「
大
雪
注
意
報
」「
風
雪

注
意
報
」「
な
だ
れ
注
意
報
」「
着
雪
注
意

報
」「
霜
注
意
報
」「
低
温
注
意
報
」
の
発

表
基
準
が
せ
た
な
町
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
重
大
な
災
害
が
起
こ
る
お
そ

れ
の
あ
る
と
き
に
警
戒
を
呼
び
か
け
て

行
う
予
報
が
『
警
報
』
で
す
。
大
雨
に
よ

る
重
大
な
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
判
断
し
た
と
き
に
発
表
す
る
「
大

雨
警
報
」、
大
雨
、
長
雨
、
融
雪
な
ど
に
よ

り
河
川
が
増
水
し
、
重
大
な
災
害
が
発
生

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
予
想
し
た
と
き

に
発
表
す
る
「
洪
水
警
報
」、
暴
風
に
よ
り

重
大
な
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
予
想
し
た
と
き
に
発
表
さ
れ
る
「
暴

風
警
報
」
や
、「
大
雪
警
報
」「
暴
風
雪
警

報
」
の
発
表
基
準
が
せ
た
な
町
に
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
大
雨
警
報
発
表
中
に

数
年
に
１
度
し
か
起
こ
ら
な
い
よ
う
な

１
時
間
に
１
０
０

㎜

前
後
の
猛
烈
な
雨

が
観
測
さ
れ
た
場
合
に
気
象
台
か
ら
発

表
さ
れ
る
情
報
「
記
録
的
短
時
間
大
雨
情

報
」
や
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の

危
険
度
が
高
ま
っ
た
と
き
北
海
道
と
気

象
台
が
共
同
で
発
表
す
る
「
土
砂
災
害
警

戒
情
報
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
防
災
気
象
情
報
は
北
海
道

を
通
じ
て
せ
た
な
町
へ
、
ま
た
、
報
道
機

関
を
通
じ
て
み
な
さ
ん
の
も
と
へ
届
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
早
め
の
防
災
対
応
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

町
が
発
令
す
る
３
段
階
の
避
難
情
報

　

町
が
発
令
す
る
避
難
情
報
に
は
、
要
援

護
者
等
、
避
難
行
動
に
時
間
を
要
す
る
方

の
避
難
行
動
の
開
始
、
住
民
の
み
な
さ
ん

の
避
難
準
備
を
促
す
「
避
難
準
備
（
要
援

各種防災気象情報のタイミングの例
　大雨が予想された場合の各種防災気象情報の内容とタイミング

の一例を示します。必ずこのような順序で発表されるとは限りま

せんが、どんなときにどんな情報が発表されるのかをイメージす

るのにご活用ください。

 大雨に関する気象情報
 警報・注意報に先立ち発表

 大雨注意報
 警報になる可能性がある場合は、
 その旨予告

 大雨に関する気象情報
 雨の状況や予想を適宜発表

 大雨警報
 大雨の期間、予想雨量、
 警戒を要する事項などを示す

 大雨に関する気象情報
 刻一刻と変化する大雨の状況の発表

 記録的短時間大雨情報
 数年に一度の猛烈な雨が
 観測された場合に発表

 土砂災害警戒情報
 土砂災害の危険度がさらに高まった
 場合に発表

大雨の場合に気象台が発表する防災気象情報

約１日程度前
大雨の可能性が
高くなる

半日～数時間前
大雨が始まる
強さが増す

数時間前～　　
　　１、２時間前

大雨が一層
激しくなる

記録的な
大雨出現

被害の拡大が
　懸念される

　気象庁は５月２７日から、大雨や洪水などの気象警報や注意報の発

表対象区域を従来の地域別から「市町村」別に変更。今まで「檜山

地方」だったものが「せたな町」となり、より身近で詳細な情報と

なりました。また、大雨警報を発表する際には、特に警戒が必要な

災害を、「大雨警報（土砂災害）」「大雨警報（浸水害）」のようにかっ

こ書きで表示され、より分かりやすくなりました。※テレビやラジ

オなどで放送される際、読み上げ可能な文章の範囲内で伝えなけれ

ばならないことや画面の文字数の制限により、これまでどおりの地

域名で放送される場合があります。

【大雨などの気象警報・注意報を市町村ごとに発表】

閣閣

革

革

革

革

閣閣
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ޢ
ऀ
避
難
）
情
報
」
と
、
人
的
ඃ
害
の
Մ

ೳ
ੑ
が
ߴ
ま
っ
た
と
き
に
避
難
行
動
の

։
࢝
を
ଅ
す
「
避
難
勧
告
」、
人
的
ඃ
害
の

発
生
す
る
危
険
ੑ
が
ඇ
常
に
ߴ
い
と
൑

அ
さ
れ
た
と
き
に
発
ྩ
さ
れ
る
「
避
難
ࢦ

ࣔ
」
の
̏
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

防
災
無
線
等
で
町
か
ら
避
難
情
報
が

で
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
身
の
安
全
を

確
保
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
避
難
勧
告

な
ど
が
出
て
い
な
く
て
も
、
身
の
回
り
に

危
険
を
感
じ
た
ら
自
主
的
に
避
難
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
い
つ
襲
わ
れ
る
か

わ
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
常
に
防
災
の
意

識
を
も
っ
た
行
動
を
心
が
け
、
い
ざ
と
い

う
と
き
は
、
最
寄
り
の
施
設
へ
避
難
を
。

＊
せ
た
な
町
の
避
難
場
所

　

・
一
般
避
難
場
所
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
初
期
避

　
　

難
場
所
（
施
設
）

　

・
広
域
避
難
場
所

　
　

災
害
が
大
き
く
な
っ
た
り
、
事
前
に

　
　

避
難
用
と
し
て
利
用
し
た
場
所
（
施

　
　

設
）
が
危
険
に
な
っ
た
と
き
の
他
の

　
　

二
次
的
避
難
場
所
。
ま
た
、
集
団
避

　
　

難
輸
送
の
集
合
場
所

　

な
お
、
広
域
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

情
報
の
発
表
や
内
容
を
知
る
手
段

　

大
雨
や
台
風
は
地
震
と
違
い
、
気
象
情

報
で
ど
こ
で
い
つ
ご
ろ
発
生
す
る
か
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

「
予
測
で
き
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
集
中
豪
雨
は
突
発
的
に
起
こ

り
、
河
川
の
水
位
が
一
気
に
上
昇
す
る
な

ど
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
早
め
の
準
備

態
勢
を
整
え
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
駆
使
し
て
、
最
新
の
気
象
情
報
や
河
川

情
報
な
ど
を
収
集
し
ま
し
ょ
う
。

　

多
く
の
人
が
手
軽
に
情
報
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
代
表
的
な
も
の
は
、
ほ
と
ん

ど
の
家
庭
に
普
及
し
て
い
る
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
に
よ
る
放
送
で
す
。
電
池
式
の

ラ
ジ
オ
は
停
電
時
や
持
ち
運
び
に
適
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
は
災
害
情
報

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
近
年
普
及

し
て
き
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ

レ
ビ
で
は
、
デ
ー
タ
通
信
か
ら
さ
ら
に
詳

細
な
身
の
回
り
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

＊
テ
レ
ビ
取
り
付
け
式
の
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
に
は
、
一
部
デ
ー
タ
通
信
未

対
応
機
種
が
あ
り
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
は
近
年

普
及
が
進
み
有
効
な
情
報
入
手
手
段
の

一
つ
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
国
土
交
通
省
な
ど
の

携
帯
電
話
サ
イ
ト
で
せ
た
な
町
の
警
報

や
注
意
報
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
家
族
や
近
所
と
の
連

絡
も
強
力
な
情
報
収
集
の
一
つ
と
言
え

ま
す
。
防
災
無
線
が
聞
き
取
り
に
く
い

な
ど
、
情
報
収
集
が
う
ま
く
い
か
な
い
と

き
は
頼
れ
る
人
に
聞
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
情
報
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
た
ら

身
近
な
人
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

前兆を見逃さないで
土砂災害を回避する

急斜面が崩れ落ちる災害

がけ崩れの前兆

葛斜面から水がわき出す
葛小石がバラバラと落下する
葛斜面がふくらむ
葛斜面に裂け目ができる

地層が滑り落ちる災害

地滑りの前兆

葛急に水がわき出す
葛山腹に亀裂や段差が生じる
葛地鳴りがする
葛池や沼の水位が急変する

大量の水と土砂が流れる災害

土砂流の前兆

葛渓流の水が急に減る
葛渓流内で石が転がる音がす
　る

葛川の水が急激に濁る
葛木が流れてくる

●天気や気象予報等に関する質問・相談
「今、降っている雨はいつ頃止むのか」「今、
どんな注意報が出ているのか」など、天気や
気象予報等をより具体的に知りたい人は、
札幌管区気象台の天気相談所まで

　　　　　　　　緯０１１-６１１-０１７０

 ●函館海洋気象台のホームページ
　 せたな町の、気象警報・注意報・
 現在の天気などが細かい情報が分か
 ります。
  http://www.jma-net.go.jp/hakodate/index.html
  緯０１３８-４６-２２１２（観測予報課）

地デジ対応テレビ　地デジ対応テレビのの
リモコン。「データボリモコン。「データボタタ
ン」を押せば、通信がン」を押せば、通信が開開
始されます始されます。。
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■
非
常
持
ち
出
し
品

虚
貴
重
品
（
健
康
保
険
証
な
ど
）

許
医
薬
品
（
常
備
薬
な
ど
）

距
照
明
（
懐
中
電
灯
と
電
池
）

鋸
ラ
ジ
オ
（
携
帯
ラ
ジ
オ
と
電
池
）

漁
飲
料
水
（
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
）

禦
食
料
品
（
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
）

魚
衣
料
品
（
タ
オ
ル
、
防
寒
着
な
ど
）

亨
そ
の
他
（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
）

北檜山区避難場所

町民ふれあいプラザ
町青少年女性研修所

北檜山

町高齢者センター（ｸ゙ﾘーﾝﾊ゚ﾚｽ）
町健康センター
狩場葬苑

徳島

町民体育館
町青少年センター
北檜山小学校
北檜山中学校

豊岡

北部桧山衛生センター兜野

真駒内ダム公園休憩所松岡

愛知集落センター
旧愛知小学校

愛知

生渕生活改善センター共和

はまなす荘
太櫓小学校

太櫓

鵜泊団地母と子の家
旧新成小学校

新成

若松基幹集落センター(ｲｴﾛーﾊ゚ﾚｽ)
若松小学校

若松・栄

小川生活改善センター小川

左股小学校富里

二俣小学校
町農業センター管理棟

二俣

玉川小学校
檜山北高等学校
丹羽活性化センター(水仙パレス)

西丹羽
丹羽
東丹羽

小倉山小学校小倉山

瀬棚区避難場所

瀬棚小学校
瀬棚中学校
B&G海洋センター体育館
瀬棚町民センター
瀬棚老人と母と子の家
瀬棚ふれあいセンター
瀬棚水産物保管作業所

市街地

旧梅花都小学校元浦１～３

元浦漁村センター元浦４

島歌小学校
白岩漁村センター

島歌１

島歌母と子の家島歌２

島歌生活館島歌３

美谷青い海の家北島歌１

北島歌へき地保健福祉館北島歌２

共和生活改善センター共和

南川青年研修所南川

馬場川小学校東大里・西大里

大成区避難場所

太田地区防災センター太田

富磯生活館富磯

大成中学校上浦

大成農漁村総合センター都

久遠小学校本陣・久遠（西部）

東部ことぶきの家久遠（東部）

花歌生活館花歌

特別養護老人ホーム大成長生園宮野

平田内小学校平浜

国民温泉保養センター貝取澗

長磯小学校長磯

避難場所等、防災に関するお問い合わせは

せたな町役場　総務課防災係　　　　　撮０１３７-８４-５１１１

瀬棚総合支所　地域町民課地域生活係　撮０１３７-８７-３３１１

大成総合支所　地域町民課地域生活係　撮０１３９８-４-５５１１

善意に感謝いたします

　７月２９日発生の大雨洪水による災害に対

し、物資等の無償提供がありました。

●日本赤十字社檜山地区　毛布５０枚

●㈲小崎食料品店　栄養ドリンク３００本

●㈲東ハイヤー　バス運行の提供
                         （避難者の送迎）

●北海道コカ・コーラボトリング㈱
　リテール事業部函館販売部
                          　水（２渥）３００本

ありがとうございました。　　（敬称略）
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１０月から

上上下下水水道道料金がが
新しくなりますす。
　水道及び下水道事業の運営は、地方公営企業法という
法律により、「独立採算制」を基本に、皆さまからの料金
収入でまかなわれています。
　この度の料金改定については、本年３月の定例町議会に
おいて原案可決し、本年９月からの施行となり、１０月検針
より反映いたすことにしております。
　合併後、これまで旧町の料金体系を引き継ぎ運営して
参りましたが、決算状況等を基に試算を繰り返し、「公
正」「公平」な用途・料金の統一を図ったものであります
ので町民の皆さまには、何とぞご理解いただきますよう
よろしくお願いします。

主
な
改
正
点
は
？

  
◆
各
区
の
料
金
を
統
一
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
旧
町
の
料
金
を
引
き
継
い

で
い
ま
し
た
が
、「
公
正
」「
公
平
」
と

な
る
よ
う
料
金
を
統
一
し
ま
し
た
。

  
◆
一
般
用
の
基
本
水
量
を

  　

逢
に
統
一
し
ま
し
た
。

10

　

こ
れ
ま
で
瀬
棚
区
、
大
成
区
の
基
本

水
量
に
つ
い
て
は
8
逢
。
北
檜
山
区
に

つ
い
て
は　

逢
で
し
た
が
、
こ
れ
を　

10

10

逢
に
統
一
し
ま
し
た
。

  
◆
瀬
棚
区
、
大
成
区
の

  
メ
ー
タ
ー
貸
付
料
が
無
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
瀬
棚
区
、
大
成
区
の
水
道

料
金
に
つ
い
て
は
、
基
本
料
金
の
他
に

メ
ー
タ
ー
貸
付
料
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
廃
止
し
、
基
本
料
金
に
含
み
ま

し
た
。

  
◆
北
檜
山
区
の
老
人
に
対
す
る

  
料
金
の
軽
減
が
無
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
北
檜
山
区
に
つ
い
て
は
、

　

歳
以
上
の
単
身
又
は
夫
婦
世
帯
に
限

70り
、
基
本
料
金
及
び
超
過
料
金
の
軽
減

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
廃
止
し

ま
し
た
。

新しい水道料金
超過料金基本料金

用　途
料　金使用水量料　金使用水量

１６０円　１弱　１,５５０円　１０弱　一般用

１６０円　１弱　１,７００円　１５弱　営業・団体用

７０円　　１弱　１,７００円　２５弱　営農用

１１０円　１弱　６,５００円　８０弱　工場用

６０円　１弱　６,０００円　１００弱　浴場用

６００円　総重量２０t未満
１隻１回漁船給水

船舶用 １,１００円　総重量２０t以上

２００円　１弱　船舶給水
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◆
用
途
変
更
と
な
る
使
用
者
に
は
、

  
別
途
通
知
し
ま
す
。

  
◆
使
用
目
的
別
に
用
途
を

  
水
道
は
6
区
分
、

  
下
水
道
は
4
区
分
設
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
各
区
の
料
金
体
系
を
基

に
使
用
目
的
に
合
っ
た
用
途
を
設
け
ま

し
た
。

  
◆
高
く
な
る
？
安
く
な
る
？

　

各
区
ば
ら
つ
き
の
あ
っ
た
料
金
を
統

一
し
た
た
め
、
使
用
水
量
に
よ
っ
て
は

こ
れ
ま
で
の
料
金
よ
り
高
く
な
る
場
合

と
安
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

これまでの水道料金

料料　金金水水　量量区区　　分分

１,５５０円 １０弱 基本料金
一般用

１６０円 １弱 超過料金

１,７００円 ２５弱 基本料金
営農用

７０円 １弱 超過料金

５,９８０円 １００弱 基本料金
浴場用

６０円 １弱 超過料金

料料　金金水水　量量区区　　分分

１,４００円 １０弱 基本料金
一般用

１４０円 １弱 超過料金

料料　金金水水　量量区区　　分分

１,０００円 ８弱 基本料金
一般用

１４０円 １弱 超過料金

１,７００円 １５弱 基本料金
営業用

１４０円 １弱 超過料金

２,０００円 １５弱 基本料金
団体用

１４０円 １弱 超過料金

１,４００円 １５弱 基本料金

営農用 ３０円 ２００弱まで
超過料金

４０円 ２００弱以上

６,５００円 ８０弱 基本料金

浴場・製氷・

冷凍業・

工場用

１１０円 ３,０００弱まで

超過料金 １００円 
３,０００弱超え

５,０００弱まで

８０円 ５,０００弱以上

４００円 １弱 動力・工事用

８００円 ８弱 基本料金
共用栓

１４０円 １弱 超過料金

料料　金金用用　　途途区区　分分

８００円 １隻１月まで
漁船給水

定額料金
６００円 １隻１月以上６月まで

４００円 １隻６月以上

４００円 ５t未満

漁船給水

臨時料金

１隻１回

６００円 ５t以上２０t未満

１,０００円 ２０t以上４０t未満

１,４００円 ４０t以上６０t未満

２,０００円 ６０t以上

２００円 漁船以外の船舶１t船舶給水

料料　　金金区区　　分分

２８０円φ１３

３５０円φ２０

４２０円φ２５

５００円φ３０

５６０円φ４０

料料　金金水水　量量区区　　分分

９４０円 －一般定額用

６,３００円 －学校定額用

１６,８００円 －船舶給水

料料　　金金区区　　分分

４２０円φ１３

５２０円φ２０

６３０円φ２５

１,２６０円  φ４０

３,１５０円  φ５０

【北檜山区】 計量料金表

メーター貸付料

定額料金表

老人世帯に対する水道料金

【瀬棚区】 計量料金表

漁船給水・船舶給水

メーター貸付料

※ 漁船給水：２０以上本表５割増　
　 臨時給水：午後７時から翌朝５時まで本表５割増

※ 一般：花歌・富磯・宮野旭・宮野峠下・平浜・
 　　　　砂貝取澗・中貝取澗・下宮野
※ 学校：平田内小学校
※ 船舶給水：久遠・上浦漁港

料料　金金水水　量量区区　　分分

１,０５０円 ８弱 基本料金
一般用

１００円 １弱 超過料金

２,６２０円 ２５弱 基本料金
営業用

９０円 １弱 超過料金

４,２００円 ５０弱 基本料金
工場用

９０円 １弱 超過料金

５,９８０円 １００弱 基本料金
浴場用

６０円 １弱 超過料金

３１０円 １弱 臨時用

【大成区】 計量料金表
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新しい下下水道料金
超過料金基本料金

用　途
料　金使用水量料　金使用水量

１６０円　１弱　１,５５０円　１０弱　一般用

１６０円　１弱　１,７００円　１５弱　営業・団体用

１１０円　１弱　６,５００円　８０弱　工場用

６０円　１弱　６,０００円　１００弱　浴場用

これまでの下水道料金

料料　金金水水　量量区区　　分分

１,５５０円 １０弱 基本料金
一般用

１６０円 １弱 超過料金

５,９８０円 １００弱 基本料金
浴場用

６０円 １弱 超過料金

料料　金金水水　量量区区　　分分

１,４００円 １０弱 基本料金
一般用

１４０円 １弱 超過料金

【北檜山区】 計量料金表

老人世帯に対する下水道料金

料料　金金水水　量量区区　　分分

１,０００円 ８弱 基本料金
一般用

１４０円 １弱 超過料金

５,９８０円 １００弱 基本料金
浴場用

６０円 １弱 超過料金

【瀬棚区】 計量料金表

料料　金金水水　量量区区　　分分

１,０５０円 ８弱 基本料金
一般用

１００円 １弱 超過料金

２,６２０円 ２５弱 基本料金
営業用

９０円 １弱 超過料金

４,２００円 ５０弱 基本料金
工場用

９０円 １弱 超過料金

【大成区】 計量料金表

笠

 ・飲用及び生活用水に使用する場合に適用一 般 用

 ・営業用
 　　食品の製造・加工、旅館、飲食業、クリーニング、理美容業、旅客業、
　　 医院など営業のために使用する場合に適用
 ・団体用
　　 学校、病院、特別養護老人ホームに使用する場合に適用

営業・団体用

 ・畑作灌漑用水及び農機具の洗浄や家畜用水に使用する場合に適用営 農 用

 ・水産加工場や製氷工場及び生コン・コンクリート製品製造に使用する場合

    に適用
工 場 用

 ・銭湯や浴場用に使用する場合に適用浴 場 用

 ・船舶（漁船を含む）用に使用する場合に適用船 舶 用

用
途
区
分

上下水道に関するお問い合わせは

　●せたな町役場建設水道課　上下水道係　撮０１３７-８４-５１１１

　●大成総合支所産業建設課　上下水道係　撮０１３９８-４-５５１１

　●瀬棚総合支所産業建設課　上下水道係　撮０１３７-８７-３３１１
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わたしたちの「介    保険」vol.3
護

　今月号では、介護保険サービスについて、ご紹介します。
　要支援、要介護認定を受けて、要支援１・２、要介護１～５になった方は、介護保険サービス
を利用することができます。
　在宅サービスを利用する場合は、担当のケアマネと相談してケアプラン（サービス利用計画表）
を作成します。（自己作成することもできます。）
　地域密着型サービス・施設サービスは、各施設に応じたサービスを受けることができます。

要支援１・２の方が利用できるサービス（介護予防サービスの種類要支援１・２の方が利用できるサービス（介護予防サービスの種類））

●介護予防訪問介護（ホームヘルプサービス）
　自分で調理や掃除、洗濯、入浴などをすること
が困難な場合にホームヘルパーが訪問して、お
手伝いをします。できることは、できるだけ本
人が行なうことを基本にサービスが提供されま
す。
●介護予防訪問リハビリテーション
　自宅での生活行為を向上させるため、理学療
法士や作業療法士などのリハビリの専門職が訪
問して、短期集中的なリハビリテーションを行
います。
●介護予防訪問看護
　疾病などを抱えている方について、看護師な
どが訪問して介護予防を目的とした療養上のお
世話や診療の補助を行います。

自宅で利用するサービス

●介護予防通所介護（デイサービス）
　デイサービスセンターなどに通い、介護予防
を目的とした食事や入浴の介護、レクリエー
ションなどを行い日常生活を支援します。
　なお、食費は自己負担となります。
●介護予防短期入所生活介護（ショートステイ）
　一時的に自宅でのサービス利用ができない場
合に短期間、施設などに入所して、入浴、食事等
の支援を行います。

施設に通ったり、宿泊しながら
利用するサービス                    

●介護予防認知症対応型共同生活介護（グループ
ホーム）
　認知症の方が少人数で共同生活をしながら、
介護予防を目的とした入浴、食事等の介護や機
能訓練などを受けます。要支援１の方は利用で
きません。

地域密着型サービス

●介護予防福祉用具貸与
　手すりやスロープ、杖、歩行器などの福祉用具
を一定期間借りられます。
●特定介護予防福祉用具販売（福祉用具購入費の
支給）
　浴槽用手すり、入浴用いす、ポータブルトイレ
などを指定事業所から購入した場合、購入費の9
割が支給されます。年間10万円が上限です。
●介護予防住宅改修費の支給
　手すりの取り付けや、段差の解消、洋式便器へ
の便器取替えなどの小規模な住宅改修をした場
合、住んでいる住宅等につき、２０万円（保険給付
は１８万円）を上限に工事費用を支給します。
　事前に申請し、市町村が改修を認めた場合に
限り支給されます。

生活環境を整えるサービス

自分に必要なサービスを正しく上手に使いましょう自分に必要なサービスを正しく上手に使いましょう。。

平
成

年

月
１

平
成　

年　

月
１
日日

2222

1010

国
勢
調
査

国
勢
調
査
をを

実
施
し
ま

実
施
し
ま
すす

●
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
及
び
世
帯
が
対
象
で

す
。

●
平
成　

年
国
勢
調
査
は
、
我
が
国

22

が
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
と
な
っ

て
実
施
す
る
最
初
の
国
勢
調
査
で
、

日
本
の
未
来
を
考
え
る
た
め
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
最
新
の
人
口
・
世

帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な

調
査
で
す
。

●
調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
令

で
使
わ
れ
る
ほ
か
、
社
会
福
祉
、
雇

用
対
策
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
た
め
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

●
９
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
世
帯

を
訪
問
し
て
調
査
票
を
配
布
し
ま

す
。

●
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
封

筒
に
入
れ
て
封
を
し
て
、
改
め
て
お

伺
い
す
る
調
査
員
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
調
査
員
は
封
を
し
た

ま
ま
町
へ
提
出
い
た
し
ま
す
が
、
町

に
郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
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●
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
、
調

査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
の
作
成
に
関
す
る
目
的
以

外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
国
勢
調
査
を
よ
そ
お
っ
た
不
審
な

電
話
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
調
整
課
広
報
統
計
係

撮
0
1
3
7
・
8
4
・
5
1
1
1

国
勢
調
査
広
報
サ
イ
ト

「
国
勢
調
査
e
-
ガ
イ
ド
」

http://w
w
w
.stst.g

o.jp/d
a
ta
/kokusei/2

0
1
0
/

kouhou/ind
ex
.htm

要介護１～５の方が利用できるサービス（介護サービスの種類要介護１～５の方が利用できるサービス（介護サービスの種類））

●介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
　常に介護が必要で、自宅での介護が難しい方
が入所して、日常生活の介護などを受けます。
日常生活全般で介護が必要な方が対象です。
●介護療養型医療施設（療養病床など）
　病状が安定し、長期間の療養が必要な方が入
所して、医療や看護または介護などを受けます。
　長期間医療ケアが必要な方が対象です。
●介護老人保健施設
　病状が安定し、リハビリテーションに重点を
置いたケアを必要とする方が入所して、医学的
な管理のもとで介護や機能訓練などを受けます。
自宅に戻るためにリハビリを受けたい方が対象
です。

施設サービス

●福祉用具貸与
　車いす、特殊寝台、認知症老人徘徊探知機器な
どの福祉用具を一定期間借りられます。
●特定福祉用具販売（福祉用具購入費の支給）
　浴槽用手すり、入浴用いす、ポータブルトイレ
などを指定事業所から購入した場合、購入費の9
割が支給されます。年間10万円が上限です。
●住宅改修費の支給
　手すりの取り付けや、段差の解消、洋式便器へ
の便器取替えなどの小規模な住宅改修をした場
合、住んでいる住宅等につき、２０万円（保険給付
は１８万円）を上限に工事費用を支給します。
　事前に申請し、市町村が改修を認めた場合に
限り支給されます。

生活環境を整えるサービス

●認知症対応型共同生活介護（グループホーム）
　認知症の方が少人数で共同生活をしながら、
介護を目的とした入浴、食事等の介護や機能訓
練などを受けます。

地域密着型サービス

●通所介護（デイサービス）
　日帰りで、デイサービスセンターなどに通い、
食事や入浴の提供、レクリエーションなどを行
います。
　なお、食費は自己負担となります。
●短期入所生活介護（ショートステイ）
　一時的に自宅でのサービス利用ができない場
合に短期間、施設などに入所して、入浴、食事等
の介護を行います。

施設に通ったり、宿泊しながら
利用するサービス                    

●訪問介護（ホームヘルプサービス）
　ホームヘルパーが訪問して、食事、排せつ、入
浴の際の身体介護や掃除、洗濯、調理などの生活
援助を行います。
●訪問リハビリテーション
　自宅での生活行為を向上させるため、理学療
法士や作業療法士などのリハビリの専門職が訪
問して、リハビリテーションを行います。
●訪問看護
　疾病などを抱えている方について、看護師な
どが訪問して、病状の観察や床ずれの手当など
を行います。

自宅で利用するサービス

　これまで３回に分けて介護サービス制度についてご紹介してきま
したが、皆さんはこの制度についてご理解いただけましたか？
　介護保険サービスは、原則1割の利用者負担があり、利用上限額が
決まっています。
　もう一度、本当に必要なサービスかどうか、ご確認のうえ、いつま
でも自分らしい生活を送れるように介護保険制度を上手にご活用く
ださい。

●問い合わせ先
　役場本庁保健福祉課
　　撮０１３７・８４・５１１１
　大成総合支所地域町民課
　　撮01398・4・5511
　瀬棚総合支所地域町民課
　　撮0137・87・3311
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●問い合わせ
　北海道後期高齢者医療広域連合
　　札幌市中央区南２条西１４丁目
　　撮０１１-２９０-５６０１

後期高齢者医療制度
のお知らせ

役場本庁保健福祉課高齢者医療係　撮０１３７-８４-５１１１
瀬棚総合支所地域町民課国保高齢者医療係　撮０１３７-８７-３３１１
大成総合支所地域町民課国保高齢者医療係　撮０１３９８-４-５５１１

高額介護合算療養費の制度　　高額介護合算療養費の制度とと
申請手続きについ　　申請手続きについてて

■高額介護合算療養費
　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。

　同じ世帯の加入者が、「①病院にかかったとき」と「②介護サービスを利用したとき」の１年分

の自己負担額の合計が表の基準額を超えた場合は、「③超えた額が高額介護合算療養費」として支給
されます。なお、高額介護合算療養費を受給するには申請が必要となります。

●１年分の自己負担額の計算期間
８月１日～翌年７月３１日

自己負担額の
合計の基準額

区　　分負担割合

６７万円　現役並み所得者３　割

５６万円　一　　般

１　割 ３１万円区分Ⅱ
　住民税非課税世帯

１９万円区分Ⅰ

●後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額のいずれかが

　０円の場合は対象となりません。

●支給額が５００円未満の場合は支給されません。

【申請手続き】

●平成２１年度分（平成２１年８月１日から
平成２２年７月３１日まで）の期間について
支給の対象となる方には、１２月以降に申
請のご案内をします。

「高額介護合算療養費」

①と②の自己負担額を合算し、下表の基準
額を超えた分が支払われます。

医療費の自己負担

介護サービス費の自己負担

①

②

駒

駒
③

■問い合わせ先／政策調整課まちづくり推進係〔担当／濱登・奥村〕　殺０１３７-８４-５１１１

定員適正化計画の進捗状定員適正化計画の進捗状況況

純減率純減数
平成22年4月1日
目標職員数

平成17年4月1日
職員数

△6.9%△23人308人331人

姿数値目標

計画期間：平成１７年９月１日～平成２２年４月１日

①前年との比較／△６人（H２１年４月１日職員数２８１人に対しH２１年４月１日実績２７５人）

②目標値との比較／△３３人（目標値３０８人に対し実績２７５人）目標を上回っています。

平成２２年４月１日平成２１年４月１日
職員数（Ａ）

区分
増減（Ｃ-Ａ）対前年増減（Ｃ-Ｂ）対目標実績（Ｃ）目標値（Ｂ）

△８人△２２人１５１人１７３人１５９人一般行政部門

１人△３人３７人４０人３６人特別行政部門

１人△８人８７人９５人８６人公営企業等会計部門

△６人△３３人２７５人３０８人２８１人合計

姿進捗状況（実績）

　公共サービスをより効率的、効果的に町
民の皆さんに提供できるよう、行政組織・機
構などの適時見直し等を策定した「定員適正
化計画」の進捗状況をお知らせいたします。
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２次試験１次試験
受付期間資格募集種目

試験日試験日

１０月７日
　～14日

９月18日
８月１日～
９月10日

１８歳以上
２７歳未満の者

一般曹候補生

１０月16日
　～21日

９月２３日
高卒（見込含）
２１歳未満の者

航空学生

１１月20日
　～21日

１０月23日

９月6日～
１０月1日

高卒（見込含）
２４歳未満の者

看護学生

１２月14日
　～18日

１１月６日
　～７日高卒（見込含）

２１歳未満の者

防衛大学校学生
（一般）

１２月８日
　～10日

１０月30日
　～31日

防衛医科大学校
学生

試験日受付期間資格募集種目

９月19日
　　20日
　　25日

年間を通じて
行っております１８歳以上

２７歳未満の
者

男子
自衛官
候補生

９月26日・27日
８月１日
～

９月10日
女子

 平成22年度　自衛官等募集案内

■問い合わせ先
自衛隊函館地方協力本部今金地域事務所殺0137-82-0258

「新規高卒者就職「新規高卒者就職面面
接会in函館接会 in函館」」
のお知らせ

　平成２３年３月新規高等学校卒業
予定者を対象とした就職面接会を
開催します。
　１人でも多くの生徒が就職内定
を得られるよう、事業主の皆さま
の参加をお待ちしております。

●日時　１１月８日（月）
　　　　午後１時から午後４時
●場所　ロワジールホテル函館
●内容　平成２３年３月新規高等学
　　　　校卒業予定者で就職先が
　　　　内定していない生徒と企
　　　　業との就職面接会

●問い合わせ先
　ハローワーク函館
　函館公共職業安定所
　撮０１３８-２６-０７３５

　子ども手当の支給を受けるためには、申請手続きが必要
です。
　１５歳以下の子どもがいる家庭でまだ申請されていない方
は、担当係までお問い合せください。
　なお、本年４月分からの「子ども手当」
を受給するためには、９月３０日までの申請
が必要となりますので、ご注意ください。

■問い合わせ先
　役場本庁町民児童課児童福祉係　撮０１３７-８４-５１１１
　瀬棚総合支所地域町民課福祉係　撮０１３７-８７-３３１１
　大成総合支所地域町民課戸籍年金係　撮０１３９８-４-５５１１

子ども手当の申請子ども手当の申請はは
お済みですお済みですかか骸骸

　９月１１日は「警察相談の日９月１１日は「警察相談の日」」
～緊急事件・事故以外の相談は「＃9110」へ～

　警察では、身の回りにおける出来事で生活の安全等に関
する幅広い相談を随時お受けしています。

悩むより  かけて安心安心  ＃9110＃9110

相談対応電話
相談窓口

ダイヤル回線専用電話

0138-51-9110＃9110
（プッシュホン、公衆電話、
携帯電話、PHSで利用可能）

函館方面本部警察相談センター

0137-84-6110せたな警察署　相談窓口

　函館地域生活支援センターと八
雲保健所では、精神障がい者の地
域生活への移行に対する理解と支
援体制の整備促進を目的として研
修会を開催します。
　今回はこれまでの活動報告や、
支援を受けながら地域生活をされ
ている障がい者の方のお話を聞き
ながら、地域で支えるために関係
者・住民がそれぞれの立場から何
ができるか意見交換を行います。

●日時：９月２９日（水）
　　　　午後１時３０分～
　　　　　　　　　午後４時３０分
●場所：はぴあ八雲
●内容：報告会
　　　　意見交換
●定員：３０名
●申込：八雲保健所健康推進課
　　　　撮０１３７-６３-２１６８
●締切：９月２１日（火）
＊定員に達した時点で締め切らせ
ていただきます。

地域移行研修会地域移行研修会のの
お知らお知らせせ
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今月の担当
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●
学
習
文
化
セ
ン
タ
ー
●

５
万
８
千
冊
の
書
籍
類
、
５
３
０
枚
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等

を
豊
富
に
揃
え
た
図
書
館
や
Ａ
Ｖ
室
、
最
新
設
備

を
誇
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多
目
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ホ
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備
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て
い
ま
す
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図
書

館
は
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無
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と
な
っ
て
い
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立
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寄
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く
だ
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い
。
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場
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２
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色
と
な

最
近
、
目
が
疲
れ
た
と
思
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
現
代
社
会
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
ゲ
ー
ム
、
携
帯

電
話
、
雑
誌
な
ど
目
か
ら
入
っ
て
く

る
情
報
に
満
ち
溢
れ
、
自
分
で
は
気

付
か
な
い
う
ち
に
目
を
酷
使
す
る
環

境
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
読
書
の
秋

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
目
の
健
康
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

疲
れ
目
と
眼
精
疲
労
、
一
見
す
る
と
同

じ
も
の
の
よ
う
で
す
が
、
ど
う
違
う
の
で

し
ょ
う
か
？

●
疲
れ
目
と
は
、
目
が
疲
れ
た
と
思
っ
て

も
、
一
晩
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
で
目
の
疲

れ
が
取
れ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

●
眼
精
疲
労
と
は
、
休
憩
を
取
っ
た
後
も

目
の
痛
み
や
頭
痛
・
肩
こ
り
な
ど
の
症
状

が
残
っ
た
り
、
繰
り
返
し
て
し
ま
う
よ
う

な
こ
と
を
い
い
ま
す
。
一
般
的
に
、
疲
れ

目
の
状
態
で
も
休
息
が
取
れ
な
い
場
合

や
、
継
続
的
に
疲
れ
目
の
状
況
が
あ
る
場

合
に
、
疲
れ
目
が
眼
精
疲
労
に
発
展
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

眼
精
疲
労
か
ら
く
る
症
状
は
、
目
の
か

す
み
や
乾
燥
、
異
物
感
と
い
っ
た
も
の
か

ら
、
だ
る
さ
・
不
眠
・
イ
ラ
イ
ラ
・
肩
こ

り
・
頭
痛
な
ど
様
々
で
す
。
し
か
し
、
そ

う
し
た
症
状
よ
り
も
大
き
な
影
響
が
出
る

の
が
神
経
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

目
の
疲
れ
を
感
じ
て
休
息
で
き
れ
ば
い
い

の
で
す
が
、
そ
う
し
た
日
々
の
蓄
積
が
ス

ト
レ
ス
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

慢
性
的
な
頭
痛
・
原
因
不
明
の
腹
痛
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
方
は
、
眼
精
疲
労
が
原
因

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
目
の
疲
れ
だ
か
ら
と

い
っ
て
軽
視
せ
ず
、
専
門
医
を
受
診
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

目
を
酷
使
す
る
原
因
を
知
っ
て
予
防
策

を
と
れ
ば
、
眼
精
疲
労
は
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

虚
度
の
合
わ
な
い
眼
鏡
・
コ
ン
タ
ク
ト
の

使
用
を
避
け
る
。
目
の
病
気
を
し
っ
か
り

治
療
す
る
。

許
読
み
書
き
を
す
る
際
は
最
低　

唖
の
距

４０

離
を
置
き
、
明
る
さ
に
も
気
を
つ
け
る
。

距
机
・
イ
ス
の
高
さ
を
体
に
合
わ
せ
、
イ

ス
に
は
正
し
い
姿
勢
で
座
る
。

☆
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
方
☆

陰
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
目
の
位
置
よ
り
下

に
、　

～　

唖
の
距
離
を
置
く
。（
目
線

４０

７０

よ
り
上
に
く
る
と
、
眼
球
と
空
気
の
触
れ

る
面
積
が
広
く
な
り
、
目
が
乾
き
や
す
く

な
る
。）

隠
パ
ソ
コ
ン
作
業
を
行
う
場
合
は
、
１
時

間
に　

～　

分
ほ
ど
休
憩
を
取
っ
て
目
を

１０

１５

休
ま
せ
る
。

　

疲
れ
た
時
は
、
目
を
タ
オ
ル
な
ど
で
温

め
た
り
冷
や
し
た
り
を
繰
り
返
し
血
液
循

環
を
促
し
た
り
、
目
の
運
動
（
目
を

ぎ
ゅ
っ
と
閉
じ
る
、
視
線
を
上
下
左
右
に

動
か
す
）
を
し
た
り
、
力
を
抜
い
て
遠
く

を
見
た
り
し
て
目
の
緊
張
を
取
っ
て
あ
げ

る
の
が
効
果
的
で
す
。

　

疲
れ
目
に
効
く
代
表
的
な
食
品
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
よ
く
耳
に
す
る
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
に
は
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
と
い
う
眼

精
疲
労
の
予
防
に
効
果
的
な
栄
養
素
が
含

ま
れ
て
お
り
、
そ
の
他
黒
ゴ
マ
・
赤
じ
そ
・

ブ
ド
ウ
に
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
目
の
充
血
と
疲
れ
を
回
復
し
て
く
れ

る
ビ
タ
ミ
ン
B
２
（
レ
バ
ー
・
う
な
ぎ
・

牛
乳
な
ど
）、
視
神
経
の
働
き
を
正
常
に

保
つ
ビ
タ
ミ
ン
B
１
（
豚
肉
・
う
な
ぎ
・

大
豆
な
ど
）、
目
の
粘
膜
を
保
護
し
て
く

れ
る
ビ
タ
ミ
ン
A
（
レ
バ
ー
・
緑
黄
色
野

菜
な
ど
）
な
ど
、
ビ
タ
ミ
ン
群
は
目
に
良

い
働
き
を
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
普
段
の

食
事
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
入
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

疲

れ

目

と

眼

精

疲

労

様

々

な

眼

精

疲

労

の

症

状

目

の

過

労

を

予

防

し

よ

う

今

日

か

ら

で

き

る

疲

れ

目

解

消

法

ワ

ン

ポ

イ

ン

ト

ア

ド

バ

イ

ス

交互に

上下に

ぎゅっと閉じ、ぱっと開ける
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り
ま
す
。
ま
た
、
デ
・
モ
ー
レ
ン
前
広
場
（
風
車

の
建
物
）
に
は
出
店
が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
●
日
時
／
９
月

　

日
（
日
）
宵
宮
祭
、
９
月　

日
（
月
）
本
祭
り
、

１９

２０

９
月　

日
（
火
）
後
祭
り
※　

日
午
後
７
時
に
は
、

２１

２０

４
台
の
山
車
が
Ａ
コ
ー
プ
前
交
差
点
に
集
ま
り
太

鼓
を
打
ち
合
う
太
鼓
合
戦
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
今
金
町
秋
祭
り
実
行
委
員
会

（
役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内　

℡
０
１
３
７
・
８

２
・
０
１
１
１

せ
た
な
町
北
檜
山
区                  　
   

勇
壮
な
太
鼓
合
戦
は
必
見
！

真
駒
内
神
社
例
大
祭

五
穀
豊
穣
を
祝
い
、
こ
の
１
年
の
中
で
最
も
盛
大

に
執
り
行
わ
れ
る
ま
つ
り
。
豪
壮
華
麗
な
５
台
の

山
車
や
神
輿
が
町
内
を
練
り
歩
き
、
華
や
か
に
着

飾
っ
た
踊
り
子
が
華
麗
な
舞
を
披
露
し
ま
す
。
威

勢
の
い
い
太
鼓
合
戦
で
ま
つ
り
は
最
高
潮
に
盛
り

上
が
り
ま
す
。
●
開
催
日
／
宵
宮
祭
９
月　

日
１４

（
火
）
例
大
祭
９
月　

日
（
水
）
※　

日
午
後
７
時

１５

１５

か
ら
J
A
北
檜
山
前
交
差
点
で
、
５
台
の
山
車
に

よ
る
勇
壮
な
太
鼓
合
戦
が
あ
り
ま
す
。
必
見
！

せ
た
な
町
瀬
棚
区                            

９
月
９
日
、　

日
は

１０

事
比
羅
神
社
祭
典

瀬
棚
の
秋
の
風
物
詩
で
あ
る
「
事
比
羅
神
社
祭

典
」
。
今
年
も
各
町
内
会
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
山

車
行
列
の
ほ
か
、
か
わ
い
い
子
供
た
ち
が
着
飾
っ

て
踊
る
奉
納
踊
り
、
そ
し
て
名
物
「
馬
鹿
囃
子
」

な
ど
、
瀬
棚
の
秋
を
賑
や
か
に
彩
り
ま
す
。
ま
た
、

９
日
の
宵
宮
祭
で
は
、
恒
例
の
松
前
神
楽
の
披
露

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
●
開
催
日
／
宵
宮
祭
９

月
９
日
（
木
）、
例
大
祭
９
月　

日
（
金
）
●
問
い

１０

合
わ
せ
先
／
事
比
羅
神
社
社
務
所　

℡
０
１
３

７
・
８
７
・
３
０
１
０

せ
た
な
町
大
成
区                            

『
国
民
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
』

広
大
な
貝
取
澗
渓
谷
の
保
養
温
泉
地
に
位
置
す
る

身
も
心
も
あ
っ
た
か
に
な
る
温
泉
。
お
風
呂
か
ら

眺
め
ら
れ
る
四
季
折
々
の
景
色
、
周
辺
に
は
遊
歩

道
や
公
園
も
あ
り
、
大
成
の
大
自
然
を
満
喫
で
き

ま
す
。
●
場
所
／
せ
た
な
町
大
成
区
貝
取
澗
●
入

浴
料
／
大
人
３
６
０
円
、
小
人
１
０
０
円
●
問
い

合
わ
せ
先
／
国
民
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー　

℡
０
１

３
９
８
・
４
・
６
３
２
７

●久遠鶴太
　ちょっと体重が気になるが、元
気がとりえ。2人の息子と妻をこ
よなく愛す46歳の自営業。
　趣味は野球！

鶴太さん、健診受けたんでしょう
か？2人の会話を聞いてみましょ。

　　　　鶴太さん、健診受けたんですね。
何をするのも体が資本だって、わかってくれたかな？
次回は、健診ではどんなことをしているのかを教えて
もらえるようなので、今度もお話、聞きにきましょ。

 
 

健診は健康づくりのパートナー

鶴鶴太太と亀亀助助のお話　その2

●檜山亀助
　糖尿病を持つ７１歳。
　趣味は俳句。

 
 

亀
助
こ
こ
ろ
の
俳
句

共
失
っ
て
、
わ
か
る
健
康

　
　
　
  　
　

あ
り
が
た
や
凶

鶴太さん：亀助さんに教えていただいた「特定健診」、受けてきました。
亀助さん：どうでしたかな？
鶴太さん：がん検診などの様々な検診も一緒に受けれました。たくさんの人がいたけど、思ったより受
　　　　  けやすかったです。
亀助さん：先に、健診結果を聞いてもいいかな？
鶴太さん： はい、惨敗です。健康に少しは自信があったのですが・・・。中性脂肪と尿酸、あと血糖も少々
　　　　  高いと保健師さんに言われました。日々を振り返ると、思い当たることがちらほら・・・ふぅ～。
亀助さん：生活習慣病は、痛くも痒くもないので、若いうちは、健診等を受けないと発見されにくい。
　　　　　そして、症状がないから、放っておかれがち・・・。それで、症状が出てきたときには、　
　　　　　大きな病気・・・。生活習慣病は、本当にたちが悪い。
鶴太さん：「症状がない＝健康」ではないということが実感できました。
　　　　　結果を見て、はじめは「数値がちょっと高いだけ」と思っていましたが、保健師さんの話
　　　　　では、このちょっと高いがいくつも重なると、大きな病気のリスクが高くなることや血管
　　　　　を痛めつけボロボロにしていることを聞きました。まさか自分の体がそんなことになって
　　　　　るなんて、思いもしなかったです。テレビの健康番組を見て、それなりに妻と健康には気
　　　　　をつけていたつもりだったんですが・・・。
亀助さん：私も健診で糖尿病が見つかった一人だよ。毎日注射をしなくちゃ
　　　　   いけないし、低血糖や合併症の恐ろしさとも背中合わせ・・・。
　　　　   もっと早く健診を受けておけば、こんなに悪くはならなかった・・・と後悔したね。
　　　　　だから健診は、毎年受けたほうがいい。まして、気にしなくちゃいけない結果であ
　　　　　れば、なおさらね。
鶴太さん：でも、急激に悪くなるわけではないので、毎年は受けなくてもいいじゃないですか？
亀助さん：私も若い頃は、２～３年に一度健診を受けていたが、今まではたいしたことなかった結果
　　　　　が、次の健診の時には「病気」にまでなっていた。自分でも気をつけていたから、「いつの
　　　　　間に！」って驚いたよ。健診は、見れない体の中の状態を知れる、唯一の機会！面倒がら
　　　　　ず、怖がらず、ケチらずに毎年健診を受けるべきだよ。
鶴太さん：そうですね。症状がない生活習慣病は、健診を受けないとどうなってるか、わからないで
　　　　　すからね。「若いから」とか「自分だけは大丈夫」とかの過信は禁物ですね。来年は、妻や
　　　　　仲間も誘って健診を受けに行きます。

　　　　　あっ、すいません。妻が呼んでいるので、これで失礼します。
亀助さん：すまないが、今度は健診ではどんなことをやっているのかを教えてくれないかな？
　　　　　私は病院ばかりで健診は受けていないから、どんな風に健診をしているか、知りた
　　　　　いのだよ。
鶴太さん：いいですよ。では、また今度！！
亀助さん：少しは健康の重要さや健診を受けることの大切さをわかってくれるといいのだが・・・。
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　７月３０日（金）、瀬棚保育所さくら組（年長組）の子

ども達が瀬棚ボランティアセンターで開催されたふれ

あいサロン”ぷらっと”を訪問しお遊戯を披露しまし

た。

　最初に、一人ずつ自己紹介をし、担任の先生から「○

○さんのお孫さんです」などの紹介もあり、おばあちゃ

ん達の話も盛り上がっていました。

　お遊戯では、運動会でも披露した「よさこいソーラン

ロック」と「地球をくすぐっチャオ」を踊りました。「地

球をくすぐっチャオ」は、子どもたちとおじいちゃんお

ばあちゃんが一緒に躍り、皆さん楽しい一時を過ごし

ました。

ふれあいサロン“ぷらっとふれあいサロン“ぷらっと””
を訪問 ～瀬棚保育所を訪問　　～瀬棚保育所～～

　７月１８、１９日北見市で開催された北海道小学生陸上

競技大会で、川上珠奈さん（久遠小６年）が見事砲丸

投げで優勝！横田ひかりさん（久遠小４年）も４年生

女子８００メートルで２位と大活躍！

　また、７月２５～２７日開催の全道中体連陸上では、桝

田成美さん（大成中３年）が走り高跳びで２位、桝田

貴広君（大成中２年）が走り幅跳びで３位と大活躍！

　桝田君は１０月に横浜市で開かれるジュニアオリン

ピックの出場権を獲得しました。

　皆さん！おめでとうございます！！

久遠陸上少年陸上久遠陸上少年陸上団団
全道大会で大活躍　　　　 全道大会で大活躍鎧鎧

桝桝田田貴広く貴広くんん 桝桝田田成美さ成美さんん
横田ひかりちゃ横田ひかりちゃんん
（ゼッケン113（ゼッケン113))

川上珠川上珠奈奈ちゃんちゃん
（表彰台1位  　（表彰台1位))

　７月３日（土）、札幌市において札幌大成会が開催さ

れ、故郷を懐かしみ総勢４３名が思い出話や現在の大成

区の話題に花を咲かせました。

　じゃんけん大会や、カラオケなどでも盛り上がり、

懐かしいひとときをすごした後、来年も元気に再会す

ることを約束して、会場をあとにしました。

札幌大成会開札幌大成会開催催
～故郷を想う　　　　　　～故郷を想う～～



17 Setana Public Relations 

Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ
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ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ ｐ
ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ ｉ
ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ

Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ ｓ

　７月１６日（金）、交通安全の「日本海追分ソーラン・

せたな総決起大会」が、町民ふれあいプラザ駐車場で開

かれ、１５０人もの方が参加されました。

　高橋町長が「命の大切さについて考え、交通事故の犠

牲者が増えないよう一人一人が実践してほしい」とあい

さつ。高橋町長、堀内せたな警察署長の前で町職員の鳴

海航さんが「スピードダウン」「飲酒運転追放」など５

項目を挙げ、交通安全宣言をしました。

　この後、参加者は場所を情報センター前に移し、

「シートベルト着用」などと書かれた旗を振って安全運

転を呼びかけました。

交通安全！！日本海追分ソー交通安全！！日本海追分ソーララ
ン・せたな総決起大ン・せたな総決起大会会

　７月２４日（土）、大成区久遠小学校５年生の児童が「総

合的な学習」の一環として、地元漁業者（幸運丸・漁運丸）

のご協力のもと、大成区の基幹産業にあたるイカ釣り体験

を実施しました。

　当日の天候は曇り空で波の高さは１.５ｍと、やや波があり

ました。漁場となる大成区上浦沖２.５マイル（約４.６km）へ

移動。初めての漁船による船酔いに悪戦苦闘（船酔い体

験？）しながらも見事大漁！釣りたてのイカの鮮やかさに

驚いていました。今年は、沖漬けにチャレンジしつつ、獲

れたての新鮮なイカを漁港にてお刺身で試食。お土産と

して、当日水揚げされたイカを漁師さんから頂き、イカ漁

の難しさや「漁師」という仕事がいかに大変かを体験しま

した。

～イカス町大成～イカス町大成ⅢⅢ
「漁業者育成体験」               「漁業者育成体験」～～

　７月２３日（金）、瀬棚保育所においてせたな町商工会

青年部による交通安全指導が行われ、着ぐるみの熊さ

んと牛くんが楽しく分かりやすい交通安全のお話をし

てくれました。

　午後からは、瀬棚保育所さくら組と老人クラブが瀬

棚総合支所前で街頭啓発。

　事故に遭遇しやすいおじいちゃん、おばあちゃんと

子供たちがペアになり、ドライバーに「スピード出さな

いでね」「シートベルトをしてね」など安全運転のお願

いをしました

交通安全に気をつけてね！交通安全に気をつけてね！　   
街頭啓発等実　　　　　　 街頭啓発等実施施
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習 ・だ・よ・り

プププププププププププ
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ズズズズズズズズズズズ

ムムムムムムムムムムム

▼
東
京
の
下
町
・
葛
飾
柴
又
に
、
昭
和

三
十
年
代
の
ジ
オ
ラ
マ
が
再
現
さ
れ

て
い
ま
し
た
。《 
ち
ゃ
ぶ
台
、
駄
菓
子

屋
、
紙
芝
居
、
路
地
裏
、
お
に
ご
っ
こ

… 
》
そ
う
、
映
画
「
三
丁
目
の
夕
日
」
の

よ
う
な
光
景
が
…
。
そ
こ
に
は
、
懐

か
し
い
空
間
と
優
し
い
時
間
が
ゆ
っ

た
り
と
流
れ
て
い
た
の
で
す
。

▼
あ
の
頃
は
、
経
済
的
に
も
、
決
し
て

裕
福
と
は
い
え
な
い
時
代
で
し
た
。

父
母
や
祖
母
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
る

と
き
、
決
ま
っ
て
脳
裏
を
よ
ぎ
る
の

は
、
雨
の
日
も
風
の
日
も
、
休
む
こ
と

な
く
オ
ー
ト
バ
イ
を
駆
る
父
の
背
中
。

そ
し
て
、
腕
や
肩
を
さ
す
り
つ
つ
動

き
回
る
、
汗
だ
く
の
母
の
顔
。
腰
を

か
が
め
、
モ
ッ
コ
を
運
ぶ
祖
母
の
重

い
足
取
り
…
。
い
つ
も
い
つ
も
、
働

き
ず
く
め
の
姿
が
彷
彿
さ
れ
る
の
で

す
。
ど
の
親
も
忙
し
く
、
一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
に
か
ま
っ
て
い
る
余
裕

は
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
周
り
に

は
『
三
つ
の
間
』
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
時
計
の
針
を
気
に
せ
ず
ゆ
っ

く
り
流
れ
る
『
時
間
』
と
、
ガ
キ
大
将

に
率
い
ら
れ
た
近
所
の
『
仲
間
』
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
そ
こ
で
喜
び
を

分
か
ち
合
い
、
楽
し
く
も
厳
し
い

ル
ー
ル
を
学
ん
だ
の
で
す
。
そ
し
て
、

も
う
一
つ
は
、
安
心
し
て
身
を
委
ね

ら
れ
る
『
空
間
』
で
し
た
。
人
と
の
関

わ
り
を
教
え
て
く
れ
た
近
所
の
お
じ

さ
ん
・
お
ば
さ
ん
の
「
手
の
ぬ
く
も
り
」

や
、
就
寝
前
の
寸
暇
に
凝
縮
し
た
愛

情
を
注
い
で
く
れ
た
父
母
や
祖
母
の

「
肌
の
温
か
さ
」
が
あ
っ
た
の
で
す
。

▼
『
三
間
』
が
減
り
、
人
と
の
関
わ
り

が
先
細
り
し
た
と
い
わ
れ
る
昨
今
…
。

毎
日
の
よ
う
に
悲
し
い
事
件
が
報
道

さ
れ
る
時
勢
…
。
見
知
ら
ぬ
人
を
見

た
ら
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
世

相
…
。
い
つ
の
頃
か
ら
か
、
こ
う

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
ね
。

▼
時
代
や
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
子

ど
も
た
ち
の
生
活
も
当
然
の
ご
と
く

変
わ
り
ゆ
く
も
の
で
す
。「
三
丁
目
の

夕
日
」
の
時
代
は
、
も
は
や
「
郷
愁
の

世
界
」
な
の
で
す
ね
…
。
で
も
、
あ
の

ほ
っ
と
す
る
『
間
』
は
、
何
ら
か
の
形

で
も
い
い
か
ら
次
の
世
代
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。
あ
な
た

も
、
あ
な
た
の
周
り
の
新
し
い
『
三

間
』
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　７月２５日（日）～２７日（火）２泊３日の日程でせたな町都市生活体験宿泊研修事業「フロンティア・

アドベンチャー」が実施されました。

　札幌市・留寿都村を研修地として町内小学

生２５名、高校生サブリーダー５名が参加し、

プロサッカー観戦（コンサドーレ札幌 対 横

浜FC）や札幌青少年科学館見学、ホテルでの

テーブルマナーを行いました。

　また、班別企画研修では、公共交通機関

（地下鉄・バス）を利用しながら各班ごとに

企画した研修地を見学し、日常体験する機

会の少ない都市での生活を堪能しながら、

たくさんの友達づくりをすることができ、

夏休み期間中のいい思い出となりました。

「フロンティア・アドベンチャー」
～平成２２年度せたな町都市生活体験宿泊研修事業～

第

1

第

1
弾弾
「第２４回町民歩こう会：大成会場」開催します外

　町民健康づくり促進事業の一環として今年も「町民歩こう会」が開催されます。今年の会場は
大成区と瀬棚区。皆さんお気軽にご参加ください。
　●日時　　９月４日（土）
　　　　　　午前９時４５分までに平田内小学校に集合してください。

　●場所　　平田内小学校から貝取澗キャンプ場まで旧道を通る約４.５娃
　●参加料　１人３００円（昼食のバーベキュー食材代とします）
　●昼食　　昼食時にバーベキューを行います。
　　　　　　（おにぎり等必要な方は持参してください）
　●申込み　８月２７日（金）
　●送迎　　送迎バスを運行します
　　　　　　・太田から都地区の方は、午前９時３０分までに大成総合支所前に集合してください。
　　　　　　・本陣から長磯地区の方は、近くのバス停に集合してください。（＊申込み時に確認）
　　　　　　・平浜地区の方は、午前９時４５分までに平田内小学校に集合してください

第２弾町民歩こう会瀬棚会場
瀬棚区馬場川方面を予定
詳細は後日ご案内外

10月10日(日

10月10日(日))
開催予定

開催予定鎧鎧
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生・涯・学・習 

第

1
弾

せたなっ子を育てる健全育成事業

「少年少女水泳教室」　町内小学校１・２年の初心
者を対象とした水泳教室を、７月２６日（月）～８月５日（木）

までの６日間、町民プールにて行いました。

　今回は４３名の申込みがあり、当初は水に顔を付けること

ができない児童もおりましたが、６日間の教室を終える頃

には、全員が水に顔を付けることができるようになり、半

数以上の児童がビート盤につかまりながら泳ぐことが出来

るようになりました。

　水の事故は大変危険なので安全に気をつけて、元気に海

やプールで泳いでほしいと思います。

「ティーボール大会」　７月１７日（土）北檜山スポー
ツ公園において「ティーボール大会」が開催され、約８０名

の小学生が参加し熱戦を繰り広げました。

　４年生以上の部は、パワフルな打撃に、軽快な守備です

ばらしいプレーを見せていました。

　３年生以下の部は、父母もチームに入り大人と子どもの

交流を図りながら、大変盛り上がった楽しい試合となりま

した。

　大会の結果は以下のとおりです。

3年生以下の3年生以下の部部

4年生以上の4年生以上の部部

  北檜山野球優　勝

  大成ベアーズ準優勝

  サッカー＆２第３位

  瀬棚野球第４位

4年生以上の部

  大成ベアーズ優　勝

  北檜山野球準優勝

  瀬棚野球第３位

  サッカー第４位

3年生以下の部

せたな町合併５周年記念

「ふみ子の海」映画鑑賞会
厚生労働省推薦　文部科学省選定

　昭和初期の新潟。盲目の１人の女性の実話に
基づく感動ヒューマンドラマ。
～本当に大切なものは目に見えない～
●9月6日(月)　町民ふれあいプラザ
●9月7日(火)　瀬棚町民センター
●9月8日(水)　大成町民センター
＊せたな町出身の俳優山田吾一さん
の舞台挨拶があります外
たくさんのご来場お待ちしています。

午
後
6
時　

分
～

30

入
場
無
料

情報センター企画展

「アイヌ語地名を歩く」
～山田秀三の地名研究～

《9月11日(土)～9月26日(日)》
●せたな町情報センター（北檜山区）
●午前10時～午後7時（休館日9月13日、21日）
●入場無料

　秋田県にほか市象潟から、利別川筋の絵図な
どがふるさとに里帰りします外是非、この機会
にご覧下さい

必見
概

■問い合わせ・申込み先■
生涯学習課 殺0137-84-5111　　瀬棚教育事務所 殺0137-87-3322　　　大成教育事務所 殺01398-4-5511　
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ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
         

法
律
・
登
記
相
談
の
お

知
ら
せ
（
事
前
予
約
制
）

　

相
続
・
贈
与
・
売
買
・
会
社

設
立
・
債
務
整
理
・
成
年
後
見

等
心
配
ご
と
に
つ
い
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で
も
ご
自

由
に
相
談
で
き
ま
す
。（
相
談

無
料
・
事
前
予
約
制
）

●
日
時
／
９
月　

日
昌

２２

　

午
前　

時
～　

時

１０

１２

●
予
約
締
切
／
９
月　

日
１７

　
　
　
　
　

（
先
着
４
名
ま
で
）

●
場
所
／
大
成
町
民
セ
ン
タ
ー

●
担
当
相
談
員
／

　

司
法
書
士　

森　

奈
津
美

予
約
先　

役
場
総
務
課
総
務
係

　

殺
０
１
３
７
・
８
４
・
５
１
１
１

ご
利
用
く
だ
さ
い　
  　
         

精
神
保
健
相
談
（
心
の
健
康

相
談
）
の
実
施
に
つ
い
て

　

八
雲
保
健
所
で
は
、
精
神
保

健
及
び
同
障
が
い
者
福
祉
に
関

す
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

（
予
約
制
）

●
日
時
／
９
月
９
日
牙

　

午
後
１
時　

分
～
３
時

３０

●
場
所
／
八
雲
保
健
所
今
金
支
所

●
相
談
員
／
精
神
科
医
師
又
は

心
理
相
談
員

問
合
せ　

八
雲
保
健
所
健
康
推
進
課

　

殺
０
１
３
７
・
６
３
・
２
１
６
８

ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
        

北
檜
山
職
業
相
談
室
で

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

雇
用
保
険
受
給
手
続
か
ら
認

定
・
給
付
ま
で
、
ご
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

で
受
付
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
函
館
・
北
檜

山
職
業
相
談
室
へ
の
８
月
の
職

員
派
遣
日
は
次
の
と
お
り
で

す
。
大
成
区
の
方
の
管
轄
は
江

差
出
張
所
で
す
。

●
派
遣
日
時

・
９
月
１
日
我　

時
～　

時

１３

１７

・
９
月
２
日
牙
９
時
～　

時
１２

問
合
せ　

北
檜
山
職
業
相
談
室

　

殺
０
１
３
７
・
８
４
・
５
７
２
４

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

　

殺
０
１
３
７
・
６
２
・
２
５
０
９

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
差

　

殺
０
１
３
９
・
５
２
・
０
１
７
８

ご
活
用
く
だ
さ
い　
　
　
         

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
ご
案

内
（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高

校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大

学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子

さ
ん
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対

象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で

す
。
詳
し
い
内
容
や
お
申
込
み

に
関
す
る
ご
相
談
は
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
融
資
額
／
学
生
・
生
徒
一
人

　

に
つ
き
３
０
０
万
円
以
内

●
利
率
／
年
２
・
７
５
％
（
固

　

定
金
利
・
平
成　

年
６
月
９

２２

　

日
現
在
）

　

＊
母
子
家
庭
の
方
の
利
率
は

　
　

年
２
・
３
５
％
平
成　

年
２２

　
　

６
月
９
日
現
在
）

問
合
せ　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

　
　
　
　
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

殺
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６

問
合
せ　

日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　
　
　
　
　
　
　

函
館
支
店

　

殺
０
１
３
８
・
２
３
・
８
２
９
１

ご
相
談
く
だ
さ
い　
　
　
        

ヒ
グ
マ
被
害
防
除
相
談

窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　

渡
島
半
島
地
域
は
、
ヒ
グ
マ

の
生
息
域
と
人
間
の
活
動
域
が

近
接
し
、
人
と
ヒ
グ
マ
の
接
触

頻
度
が
道
内
の
他
の
地
域
と
比

べ
て
非
常
に
高
く
、
様
々
な
あ

つ
れ
き
を
生
じ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

～　

年
に
地
域
政
策

１２

１６

推
進
事
業
と
し
て
、
ヒ
グ
マ
対

策
に
取
り
組
み
有
効
と
思
わ
れ

る
防
除
技
術
の
開
発
を
行
い
ま

し
た
が
、
事
業
終
了
後
も
、
住

民
、
特
に
農
業
者
と
ヒ
グ
マ
と

の
あ
つ
れ
き
は
解
消
さ
れ
た
と

は
言
え
な
い
状
況
で
す
。
こ
の

た
め
檜
山
振
興
局
で
は
、
相
談

窓
口
を
設
け
、
自
分
で
で
き
る

ヒ
グ
マ
対
策
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど

紹
介
し
て
お
り
ま
す
、

●
相
談
対
象
者

　

ヒ
グ
マ
に
よ
る
被
害
を
受
け

て
い
る
又
は
受
け
る
可
能
性
の

あ
る
営
農
者

●
相
談
方
法

　

窓
口
、
電
話
、
メ
ー
ル
等

●
相
談
内
容

・
ヒ
グ
マ
出
没
時
の
対
応
事
例

・
電
気
牧
等
、
防
除
対
策
紹
介

・
鳥
獣
捕
獲
制
度
の
紹
介

問
合
せ　

檜
山
振
興
局
環
境
生
活
課

　

殺
０
１
３
９
・
５
２
・
６
４
９
４

e
-m
a
il
sh
u
ry
o
sy
s.h
iy
a
m
a
@
p
re
f.

h
o
k
k
a
id
o
/lg
/jp

お
詫
び
と
訂
正                     

　

広
報
せ
た
な
８
月
号
で
、
次

の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

●
９
ペ
ー
ジ
の
滞
納
処
分
の

「
換
価
未
済
分
」
の
表
中

・
不
動
産
の
件
数

　
　

「　

件
」
額
「
１
件
」

１６

・
生
命
保
険
の
件
数

　
　

「
２
件
」
額
「
１
件
」
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個人町・道民税２個人町・道民税２期期
国民健康保険税２国民健康保険税２期期
納期限は
８月31日(火)です。

忘れずに納めましょう！

９月は固定資産税(３期)、国民健

康保険税(３期)の納付月です！
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戸籍の窓口
（７月１日～７月31日届出）

　この欄に掲載をしている方は、本人または
ご家族の了解を得ています。

お誕生おめでとう 　　　　

○小野　 芽依 ちゃん　（直輝）松　岡
め い

○澤谷　 來我 くん    （耕治）愛　知
ら い が

○杉本　　 蘭 ちゃん　（真也）北檜山
らん

○工藤　 沙夏 ちゃん　（重則）徳　島
さ な

○竹内　 愛翔 くん    （佑輔）豊　岡
ま な と

○三木田 颯花 ちゃん　（雅則）本町４区
ふ う か

○才門　 暖來 くん    （勝之）本町７区
は る き

○佐藤　 心依 ちゃん　（ 充  ）　  都
こ よ り

ご結婚おめでとう　　 　　

　多田　拓哉 さん　　　豊　岡

　前田　明菜 さん　　　豊　岡

おくやみ申し上げます 　　

○岡野　良子 さん　（８４歳）丹　羽

○尾崎　吉野 さん　（９０歳）愛　知

○工藤満智子 さん　（８３歳）若　松

○工藤　正剛 さん　（５２歳）　 栄

○木下　忠則 さん　（７７歳）豊　岡

○彦田　武雄 さん　（９２歳）太　櫓

○谷口　リツ さん　（９２歳）徳　島

○長内　繁夫 さん　（７８歳）北檜山

○福田　　廣 さん　（８４歳）北檜山
○東間　亀助 さん　（８４歳）本町４区

○阿部　　肇 さん　（７７歳）宮　野

○渡邊　トヨ さん　（８１歳）　 都

○山川　ハナ さん　（９７歳）長　磯

○厚谷　孝一 さん　（９９歳）宮　野

○中市　良子 さん　（７３歳）　 都

○小林　勇一 さん　（７６歳）　 都

○上野ミツヱ さん　（８９歳）　 都

○大野　タエ さん　（６６歳）宮　野

人口と世帯

７月末現在（前月比）

（－１５）９,８５０人人 口

（－ 7）４,６５９人男

（－ 8）５,１９１人女

（－ 7）４,６０９世帯世 帯

灼

年金係からのお知らせ 　　　　                      　　

高齢になったときだけじゃない外
もしものときの国民年金
●障害基礎年金

　国民年a金加入中または、２０歳前に初診日のある病気・けがで、
障害の状態になったときに障害基礎年金が支給されます。
　障害基礎年金の額
　　１級・・・９９０,１００円＋子の加算
　　２級・・・７９２,１００円＋子の加算
　子とは１８歳未満の子または２０歳未満で障害等１級または２級
の子をいいます。
　子の加算額
　　第１子、２子　　各２２７,９００円
　　第３子以降　　　各  ７５,９００円

　障害基礎年金を受けるための保険料納付要件
　初診日（病気やケガで初めて医師の診療を受けた日）のある月
の前々月までの「国民年金に加入しなければならない期間」のう
ち、「保険料納付期間」または「保険料免除期間」が、３分の２
以上あること。
※初診日の前日において、納付要件を満たしている必要がある
ため、初診日の後に保険料を納めたとしても、資格要件を満たす
ことはできません。

　将来のため、もしものときのために国民年金保険料を納め
ましょう。なお、不明な点があれば戸籍年金係までご相談く
ださい。
　
＊＊＊函館年金事務所による年金相談（完全予約制）＊＊＊

◇ 日時：10月６日（水）午前10時30分から午後４時

◇ 会場：せたな町役場

　

仕
事
が
原
因
で
石
綿
に
よ
る
疾
病
に
か
か
り

死
亡
し
た
方
の
遺
族
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ

く
遺
族
補
償
給
付
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
遺
族

補
償
給
付
は
、
亡
く
な
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
５

年
を
経
過
す
る
と
、
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
、
平
成　

年
３
月　

日
に

１８

２７

施
行
さ
れ
た
「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
平
成　

年
３
月　

日
以

１３

２６

前
に
石
綿
に
よ
る
疾
病
を
発
症
し
、
死
亡
し
た

労
働
者
の
遺
族
の
方
に
も
特
別
遺
族
給
付
金
が

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
期
限
は
、
平

成　

年
３
月　

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

２４

２７

で
、
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
早
急
に
最
寄
り

の
労
働
局
ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

　
　
 
撮
０
１
１
・
７
０
９
・
２
３
１
１

石綿による疾病の補償・救済につい石綿による疾病の補償・救済についてて
　～石綿による疾病に気づいていない方を探しています～

■問い合わせ先／函館年金事務所 殺 ０１３８-５６-１１６5
・本庁町民児童課戸籍年金係 [担当/河野] 殺 0137-84-5111（内線１１３7）
・瀬棚総合支所地域町民課戸籍年金係 [担当/西田] 殺 0137-87-3311（内線3000）
・大成総合支所地域町民課戸籍年金係 [担当/萩原] 殺 01398-4-5511（内線２１1８）
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 A Coming of Age Celebration広報見聞録  

Koho - kenbunroku

▼
毎
日
、
暑
い
日
が
続
き
ま
す
ね
～
。

皆
さ
ん
体
調
は
崩
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？
も
う
「
あ
つ
～
い
」
と
い
う
よ
り

「
あ
づ
ぅ
ぅ
～
い
」
と
い
っ
た
感
じ
で

す
ね
。
今
年
の
夏
は
、
節
約
と
エ
コ
を

考
え
て
自
転
車
で
通
勤
し
て
い
る
の

で
す
が
、
日
頃
の
運
動
不
足
と
暑
さ
で

役
場
に
着
い
た
ら
ヘ
ト
ヘ
ト
。
吐
き

気
さ
え
も
よ
お
す
始
末
（
笑
）
。「
こ
れ

は
、
仕
事
の
面
で
は
エ
コ
で
は
な
い
の

で
は
な
い
か
・
・
・
？
？
（
笑
）」
と
、

疑
問
を
抱
え
つ
つ
今
日
も
自
転
車
通

勤
に
勤
し
む
広
報
係
で
し
た
。
▼
今

月
は
た
く
さ
ん
の
キ
ッ
ズ
ア
ス
リ
ー

ト
が
町
長
・
教
育
長
を
表
敬
訪
問
し
て

く
れ
ま
し
た
。　

ペ
ー
ジ
に
載
っ
て

16

い
る
久
遠
陸
上
少
年
団
を
は
じ
め
、
北

檜
山
ラ
ウ
ド
ネ
ス
の
ナ
イ
ン
は
、
ホ
ク

レ
ン
旗
杯
全
道
大
会
の
報
告
に
。
せ

た
な
ジ
ュ
ニ
ア
F
C
、
U
ー　

の
イ
レ

10

ブ
ン
は
「
U
ー　

ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
大

16

会
2
0
1
0　

カ
ー
テ
ン
レ
ー
ザ
ー

マ
ッ
チ
」
出
場
の
報
告
に
来
て
く
れ
ま

し
た
。
ど
の
子
も
み
ん
な
健
康
的
な

小
麦
色
に
日
に
焼
け
て
い
て
元
気
元

気
。
私
も
太
陽
が
怖
く
な
か
っ
た

（
笑
）
あ
の
頃
に
戻
り
た
い
も
の
で
す

で
す
。。。（
涙
）　
　
　
　
　

（
丹
羽
）

編

集

後

記

　８月１４日（土）、ふれあいプラザにおいて平成22年度せたな町成
人式が開催され、平成2年４月２日から平成3年４月１日に生まれ
た対象者82人のうち60人が華やかな装いで出席しました。

新成人82人が
大人の仲間入り

　式典では、桝田道廣教育委員長の主催者挨拶に続き、高橋貞光せたな町

長、菅原義幸町議会議長から新成人に対してはなむけの言葉が贈られました。

　これに対し、新成人を代表して岡崎　丞さん（瀬棚区）と桂田恵美さん

（瀬棚区）が「成人宣誓」を読み上げました。

　成人宣誓

　　一、私達は、本日をもって成人に達しました。

　　一、私達は私達を育ててくれた両親と社会に感謝します。

　　一、私達は正義と真実を愛し、人類の幸福と平和のために全力を　

　　　　つくします。

　　一、私達は日本国憲法に保障された権利のもと、国民としての義　

　　　　務と責任を果たします。

　　一、私達は成人として町の発展に貢献します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　せたな町成人式出席者一同
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